
38

　

北
海
道
は
、
約
八
万
三
四
五
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
広
大

な
面
積
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ほ
ぼ
同
じ
）
に
、
約
五
五
〇
万
人
が
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
市
町
村
数
は
一
七
九
を
数
え
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
約
八

割
に
あ
た
る
一
四
三
市
町
村
が
過
疎
地
域
指
定
を
受
け
て
い
る
地
域

で
す
。

　

そ
の
北
海
道
の
中
で
、
現
在
離
島
振
興
法
に
基
づ
き
、
離
島
地
域

指
定
を
受
け
て
い
る
の
は
、
礼
文
島
地
域
（
第
三
次
指
定
：
昭
和
二
九

年
一
〇
月
二
日
）、
利
尻
島
地
域
（
同
）、
天て

売う
り

・
焼や
ぎ

尻し
り

地
域
（
同
）、
奥

尻
島
地
域
（
同
）、小
島
地
域
（
第
一
〇
次
指
定
：
昭
和
三
九
年
七
月
七
日
）

の
五
地
域
六
島
六
町
で
、
道
内
離
島
の
総
面
積
が
約
四
一
七
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と
北
海
道
全
体
の
約
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
道
内
離
島

の
総
人
口
が
一
万
二
三
九
〇
人
（
平
成
二
二
年
国
勢
調
査
）
と
北
海
道

全
体
の
約
〇
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
離
島
地
域
で
は
、
そ
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
活
か
し
、
主

に
漁
業
と
観
光
業
が
基
幹
産
業
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
夏
場
を
中
心

に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
の
団
体
旅
行
か
ら

個
人
旅
行
へ
の
シ
フ
ト
や
経
済
の
停
滞
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
平
成

二
三
年
度
の
道
内
離
島
全
体
の
観
光
客
数
は
、
同
一
四
年
度
に
比
べ

て
ほ
ぼ
半
減
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
総
合
政
策
部
地
域
づ
く
り
支
援
局
地
域
政
策
課
　
特
定
地
域
グ
ル
ー
プ
主
任
　
河
田
寛
史

北
海
道

離
島
振
興
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

北
海
道
離
島
振
興
計
画
で
は
、『
個
性
豊
か
な
魅
力
に
満
ち
た 

幸
せ
を
共
感
し
合
え
る
し
ま
づ
く
り
』

を
基
本
目
標
に
掲
げ
、
今
年
度
よ
り
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
「
域
学
連
携
地
域
活
力
創
出
モ
デ
ル

事
業
」
に
着
手
し
た
。
礼
文
島
と
利
尻
島
を
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
首
都
圏
や
道
内
の
大
学
な
ど
と
連

携
し
、
学
生
た
ち
の
視
点
で
島
の
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
観
光
プ
ラ
ン
や
「
ご
島
地
グ
ル
メ
」
を
住

民
と
協
働
で
開
発
。
当
事
業
を
契
機
に
他
地
域
へ
の
観
光
振
興
も
図
っ
て
い
く
。

１
．
は
じ
め
に

特
集

都
道
県
離
島
振
興
計
画
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た
だ
、
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
北
海
道
内
の
離
島
地
域
に
お
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
個
性
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

（
１
） 

礼
文
島
地
域
（
礼
文
町
）

　

北
海
道
稚
内
市
の
西
方
約
五
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
日
本
海
上
に
位

置
す
る
礼
文
島
は
、
ア
イ
ヌ
語
の
「
レ
プ
ン
シ
リ
（
沖
の
島
）」
と
い

う
意
味
で
、
人
口
は
三
〇
七
八
人
（
平
成
二
二
年
国
勢
調
査
）、
周
囲
約

七
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
面
積
は
八
一
・
三
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

島
で
す
。
島
の
中
央
部
に
あ
る
海
抜
四
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
礼
文
岳
が

最
高
峰
で
、
島
全
体
に
丘
陵
が
続
き
「
利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公

園
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
風
光
明
媚
な
〝
花
の
島
〞
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

礼
文
島
は
、
良
質
な
ウ
ニ
や
コ
ン
ブ
、
ホ
ッ
ケ
、
タ
ラ
な
ど
が
特

産
品
で
、
島
内
で
新
鮮
な
海
の
幸
を
堪
能
で
き
る
と
と
も
に
、
数
多

く
の
水
産
物
が
島
外
へ
も
移
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
礼
文
島
西
海
岸
の
断
崖
絶
壁
や
奇
岩
を
望
み
、
本
島
固
有

種
の
高
山
植
物
「
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
」
を
代
表
と
す
る
可
憐
な

花
々
を
楽
し
む
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
数
多
く
あ
り
、
散
策
後
の

疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
る
「
礼
文
島
温
泉
う
す
ゆ
き
の
湯
」
な
ど
旅
行

者
か
ら
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

礼
文
島
は
今
、
吉
永
小
百
合
さ
ん
主
演
で
昨
年
（
平
成
二
四
年
）
大

ヒ
ッ
ト
し
た
映
画
『
北
の
カ
ナ
リ
ア
た
ち
』
の
メ
イ
ン
ロ
ケ
地
で
あ

る
校
舎
一
帯
を
「
北
の
カ
ナ
リ
ア
パ
ー
ク
」
と
し
て
整
備
し
、
本
島

の
観
光
振
興
と
交
流
人
口
の
拡
大
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の
核
と
し

て
広
く
情
報
発
信
や
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
七
月
二
五
日
に

は
吉
永
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
と
と
も
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、出
土
品
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た「
船ふ
な

泊ど
ま
り遺
跡
」

は
、
太
古
の
貴
重
な
歴
史
を
今
に
伝
え
る
大
規
模
な
縄
文
時
代
の
遺

物
で
あ
り
、
島
の
新
た
な
魅
力
の
ひ
と
つ
と
し
て
広
く
周
知
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
島
に
お
い
て
、「
こ
れ
以
上
の
人
口
減
少
は
島
の
危
機
で
あ
る
」

と
の
思
い
か
ら
、「
最
新
の
冷
凍
技
術
を
活
用
し
た
新
し
い
産
業
の

創
出
と
雇
用
の
場
の
拡
大
」
へ
の
取
り
組
み
や
、
島
の
高
校
生
を
対

象
と
し
た
「
海
外
短
期
留
学
事
業
」
を
は
じ
め
と
す
る
礼
文
高
校
支

援
事
業
、
関
係
機
関
な
ど
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
「
観
光
誘
客
事
業
」、

「
漁
業
者
に
対
す
る
支
援
」
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
、多
く
の
人
々

が
行
き
交
う
魅
力
あ
ふ
れ
る
島
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
地
域
医
療
の
充
実
」
と
「
防
災
対
策
」
は
、
住
民
の
安

全
安
心
の
確
保
と
生
命
財
産
の
保
護
に
は
不
可
欠
で
あ
り
、
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
り
、
定
住
人
口
の
増
加
を
推
進
す
る
た
め
の
重
要
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
北
に
位
置
す
る
礼
文
島
か
ら
新
た
な
魅
力
を
発
信
し
、「
町

道
内
離
島
地
域
の
概
況

２
．



40

民
の
幸
せ
」
と
「
こ
の
島
が
元
気
で
あ
り

続
け
る
こ
と
」、
そ
し
て
「
訪
れ
る
方
々

に
喜
び
と
感
動
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
」
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。●

（
２
）
利
尻
島
地
域
（
利
尻
町
）

　

利
尻
島
は
北
海
道
の
北
端
、
稚
内
市
か

ら
西
方
約
五
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
日
本
海

に
浮
か
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
島
で
す
。

利
尻
町
は
、
昭
和
三
一
年
に
島
内
の
四
つ

の
自
治
体
の
中
か
ら
仙せ
ん

法ぽ
う

志し

村
と
沓く
つ

形が
た

町

が
合
併
し
て
誕
生
し
た
町
で
、
人
口
は

二
五
九
〇
人
（
平
成
二
二
年
国
勢
調
査
）、
利

尻
島
の
西
南
端
に
位
置
し
、
島
の
中
心
に
は
秀
峰
利
尻
富
士
が
そ
び

え
た
っ
て
い
ま
す
。

　

春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
、
数
多
く
の
高
山
植
物
が
咲
き
、
リ
シ
リ

コ
マ
ド
リ
を
は
じ
め
多
く
の
野
鳥
が
さ
え
ず
る
自
然
の
宝
庫
で
す
。

ま
た
、
全
国
的
に
も
有
名
な
「
利
尻
昆
布
」
や
「
ウ
ニ
」
な
ど
日
本

海
の
海
の
幸
に
も
恵
ま
れ
た
漁
業
と
観
光
の
町
で
す
。

　

利
尻
町
は
、
古
く
か
ら
海
が
生
活
の
支
え
と
な
り
、
海
と
と
も
に

人
々
は
生
き
て
き
ま
し
た
。
明
治
初
期
に
、
本
州
各
地
か
ら
ニ
シ
ン
、

コ
ン
ブ
が
た
く
さ
ん
獲
れ
る
利
尻
を
目
指
し
て
渡
島
し
た
人
々
が
、

島
内
に
集
落
を
つ
く
っ
て
生
活
を
始
め
た
こ
と
が
現
在
の
礎
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ニ
シ
ン
漁
は
大
正
時
代
が

最
盛
期
で
し
た
が
、
昭
和
三
〇
年
を
境

に
獲
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

磯
付
漁
業
に
転
換
を
図
り
、
現
在
は
コ

ン
ブ
や
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
な
ど
の
栽
培
漁

業
や
漁
場
整
備
な
ど
を
行
い
、「
獲
る

漁
業
」
か
ら
「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」

を
目
指
し
、
積
極
的
な
漁
業
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

利
尻
と
は
、
ア
イ
ヌ
語
の
「
リ
イ
シ

リ
（
高
い
山
の
あ
る
島
）」
を
語
源
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
高
い
山
こ
そ
利
尻
島

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
利
尻
山
」
で
す
。

利
尻
山
は
島
に
暮
ら
す
人
々
に
と
っ
て
拠
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
誇
り

で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
最
北
の
国
立
公
園
「
利
尻
礼
文
サ
ロ

ベ
ツ
国
立
公
園
」
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
、
そ
の
自
然
景
観
と
と
も

に
多
様
で
豊
か
な
自
然
環
境
を
有
し
、
多
く
の
方
の
憧
れ
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
利
尻
町
に
は
、「
島
の
宝
１
０
０
景
」（
国
土
交
通
省
選
定
）

の
「
利
尻
麒き

麟り
ん

獅
子
」
や
、「
海
藻
お
し
ば
」
な
ど
の
、
島
な
ら
で

は
の
文
化
が
数
多
く
あ
る
こ
と
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。
近
年
は
、「
見

る
観
光
」
か
ら
「
体
験
し
、
感
じ
る
観
光
」
へ
の
取
り
組
み
が
積
極

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
滞
在
型
観
光
で
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー

平成25年7月27日にグランドオープンした礼文町
「北のカナリアパーク」。映画ロケ時の写真や衣装な
どを観覧できる。
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を
体
験
し
、
島
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
も
お
勧
め
で
す
。

　

本
町
は
、
離
島
と
い
う
地
理
的
条
件
を
プ
ラ
ス
に
考
え
、
離
島
で

あ
る
こ
と
を
フ
ル
に
活
か
し
て
「
未
来
に
誇
れ
る
町
づ
く
り
」
を
合

言
葉
に
、
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
、
観
光
産
業
の
振
興
を
図
り
、

生
活
環
境
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感
で

き
る
「
魅
力
あ
る
ふ
る
里
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

●

（
３
）
利
尻
島
地
域
（
利
尻
富
士
町
）

　

利
尻
富
士
町
は
、
利
尻
山
を
中
心
に
し
て
西
部
は
利
尻
町
と
接
し

て
い
る
町
で
、
人
口
は
三
〇
三
七
人
（
平
成
二
二
年
国
勢
調
査
）、
昭
和

三
〇
年
の
一
万
一
二
三
四
人
を
ピ
ー
ク
と
し
て
そ
の
後
減
少
を
続
け
、

高
齢
化
率
は
三
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
離
島
特
有
の
社
会
構
造
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

海
上
交
通
は
、
三
五
〇
〇
ト
ン
型
フ
ェ
リ
ー
が
通
年
運
航
し
て
い

ま
す
が
、
近
年
の
燃
油
価
格
高
騰
は
、
旅
客
運
賃
や
車
輌
航
送
料
金
、

生
産
物
運
賃
な
ど
運
送
経
費
の
上
昇
に
繋
が
り
、
住
民
生
活
や
産
業

に
及
ぼ
す
影
響
は
多
大
で
あ
る
状
況
で
す
。

　

空
路
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
エ
ア
シ
ス
テ
ム
（
Ｈ
Ａ
Ｃ
）
の
新
し

い
経
営
体
制
の
も
と
札
幌
（
丘お

か

珠だ
ま

）
〜
利
尻
線
が
開
設
さ
れ
て
通
年

運
航
と
な
り
、
住
民
福
祉
の
向
上
と
観
光
な
ど
産
業
振
興
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

　

港
湾
に
つ
い
て
は
、
鴛お
し

泊ど
ま
り港

フ
ェ
リ
ー
岸
壁
改
修
工
事
が
進
め
ら

れ
、
同
時
に
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
港
湾
の
安
全
向
上
と
機
能
高

度
化
を
目
的
に
整
備
中
で
あ
り
、
高
齢
者
等
が
安
全
に
利
用
で
き
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
施
設
と
し
て
、
平
成
二
六
年
四
月
か
ら
の
供
用

開
始
が
待
た
れ
て
い
ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
島
内
を
一
周
す
る
幹
線
道
路
と
し
て
道
道
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
心
市
街
地
で
あ
る
鴛
泊
地
区
商
店
街
を

形
成
す
る
区
間
は
、
歩
道
も
な
く
幅
員
が
狭
隘
で
あ
る
た
め
、
道
道

拡
幅
整
備
と
併
せ
て
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
は
、ウ
ニ
・
コ
ン
ブ
等
が
主
体
の
根
付
・

沿
岸
漁
業
で
あ
り
、
そ
の
生
産
量
は
海
水
温
や
気
象
状
況
な
ど
自
然

環
境
に
大
き
く
左
右
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
漁
業
を
支
え
る
漁
業

従
事
者
の
高
齢
化
と
若
年
層
の
都
市
へ
の
流
出
な
ど
か
ら
後
継
者
不

足
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
産
業
は
、
自
然
環
境
の
保
全
を
重
視
し
つ
つ
も
、
観
光
施
設

の
さ
ら
な
る
整
備
充
実
と
、
交
通
ア
ク
セ
ス
等
の
利
便
性
向
上
に
よ

る
豪
華
客
船
ク
ル
ー
ズ
や
チ
ャ
ー
タ
ー
航
空
機
等
の
誘
致
宣
伝
な
ど
、

積
極
的
か
つ
効
果
的
な
戦
略
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
本
町
は
、
快
適
な
生
活
環
境
、
医
療
福
祉
の
向
上
、
教

育
文
化
の
推
進
な
ど
各
種
施
策
を
進
め
、
今
後
さ
ら
に
発
展
す
る
た

め
の
目
指
す
べ
き
姿
と
し
て
「
地
域
差
を
活
か
し
て
安
心
で
快
適
な

島
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。●

（
４
）
天
売
・
焼
尻
地
域
（
羽
幌
町
）

北
海
道
離
島
振
興
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
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本
地
域
は
、
羽
幌
町
本
土
か
ら
西
方
約
二
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
日

本
海
上
に
位
置
し
、
北
西
に
や
や
細
長
く
西
海
岸
が
断
崖
絶
壁
に

な
っ
て
い
る
天
売
島
と
、
東
西
に
や
や
細
長
く
オ
ン
コ
の
原
生
林
に

覆
わ
れ
て
い
る
焼
尻
島
の
二
島
か
ら
な
り
、
面
積
は
天
売
島
が
五
・

五
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
焼
尻
島
が
五
・
二
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
、
平
成
二
年
に
は
「
暑し
ょ

寒か
ん

別べ
つ

天
売
焼
尻
国
定
公
園
」
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
気
候
は
、
対
馬
暖
流
の
影
響
を
受
け
、
道
北
内
陸
部

に
比
べ
温
暖
で
す
が
、
冬
期
間
は
湿
潤
寒
冷
で
積
雪
が
多
く
、
北
西

の
季
節
風
が
強
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
地
域
の
平
成
二
二
年
国
勢
調
査
人
口
は
六
三
九
人
（
天

売
島
：
三
六
六
人
、
焼
尻
島
：
二
七
三
人
）
で
、
平
成
一
二
年
国
勢
調
査

人
口
と
の
比
較
で
は
、二
八
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
（
天
売
島
：
二
三
・
一
パ
ー

セ
ン
ト
、
焼
尻
島
：
三
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
、
北
海
道
離
島
振
興
計
画
に
お
け
る
本

地
域
振
興
計
画
で
は
、「
活
力
と
安
心
の
あ
る
幸
せ
を
実
感
で
き
る

島
」
を
基
本
目
標
に
掲
げ
、
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
を
活
か
し
た

地
域
振
興
を
図
る
た
め
、
港
湾
・
漁
港
の
計
画
的
な
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
栽
培
漁
業
へ
の
支
援
等
に
よ
り
「
魅
力
あ
る
漁
業
が
営

め
る
島
」、
医
療
・
保
健
福
祉
・
教
育
体
制
の
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
安
定
的
な
離
島
航
路
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民
が
「
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
島
」、
海
鳥
繁
殖
地
や
オ
ン
コ
原
生
林
な
ど
の
島
な

ら
で
は
の
美
し
い
景
観
が
あ
る
地
域
特
性
を
活
か
し
た
観
光
振
興
及

び
自
然
環
境
の
保
全
に
よ
り
「
人
が
や
っ
て
来
る
島
」
を
施
策
の
主

な
三
つ
の
柱
に
据
え
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら

幸
せ
を
実
感
で
き
る
持
続
可
能
な
島
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
（
平
成
二
四
〜
二
五
年
度
の
二
ヶ
年
間
）、
天
売
島
で
は
、「
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
島
」「
人
が
や
っ
て
来
る
島
」
の
具
体
的
施
策
と
し
て
、

自
然
に
優
し
く
環
境
に
配
慮
し
た
離
島
の
活
性
化
と
災
害
に
強
い
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
関
係
企
業
・
北
海
道
と
協
働
で
、
小
型

風
力
発
電
設
備
及
び
電
気
自
動
車
の
導
入
実
験
等
を
行
い
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
島
内
電
力
の
地
産
地
消
を
目
指
す
「
エ
コ
ア

イ
ラ
ン
ド
構
想
」
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●

（
５
）
奥
尻
島
地
域
（
奥
尻
町
）

　

奥
尻
島
は
北
海
道
南
西
部
、
北
海
道
文
化
発
祥
の
地
・
江え

差さ
し

町
か

「天売島エコアイランド構想」では、小型
風力発電設備の試験導入をはじめ、環境に
配慮し災害に強い島づくりに取り組む。
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ら
北
西
約
六
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
日
本
海
に
あ
る
島
で
す
。
面
積

一
四
二
・
九
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
三
〇
三
三
人
（
平
成
二
二

年
国
勢
調
査
）
で
、
島
中
央
部
の
神か
む

威い

山
（
標
高
五
八
四
メ
ー
ト
ル
）
を

最
高
峰
に
山
地
と
緩
傾
地
の
丘
陵
に
覆
わ
れ
、
一
年
を
通
じ
比
較
的

温
暖
な
こ
と
か
ら
北
海
道
本
土
や
内
地
（
本
州
）
の
動
植
物
相
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
ブ
ナ
林
は
離
島
北
限
の
地
と
さ
れ
、
島

の
水
資
源
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
周
辺
海
域
の
漁
場
も
育
ん
で
お

り
、
こ
の
豊
富
な
水
資
源
を
利
用
し
た
水
田
も
多
く
あ
り
ま
す
。
主

産
業
は
ス
ル
メ
イ
カ
や
ホ
ッ
ケ
、
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
漁
な
ど
を
中
心
と

す
る
漁
業
が
盛
ん
な
ほ
か
、
育
成
牛
の
生

産
や
畑
作
な
ど
の
農
業
も
基
幹
産
業
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
肥
育
牛
の
生
産
や
ワ
イ
ン
づ
く

り
、
島
の
豊
富
な
森
林
資
源
を
活
用
し
て

の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
に
よ
る
環
境
保

全
な
ど
の
新
し
い
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

過
去
、
奥
尻
島
は
平
成
五
年
七
月
一
二

日
に
発
生
し
た
北
海
道
南
西
沖
地
震
に
伴

う
大
津
波
や
火
災
、
土
砂
崩
壊
な
ど
の
発

生
に
よ
り
、
一
九
八
名
の
尊
い
命
が
奪
わ

れ
る
な
ど
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
震
災
後
は
全
国
か
ら
の
温
か
い

ご
支
援
を
拠
り
所
に
島
を
挙
げ
て
復
興
に
取
り
組
み
、
平
成
一
〇
年

三
月
に
は
復
興
宣
言
し
、「
災
害
に
強
い
町
」
を
基
調
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
こ
の
地
震
災
害
よ
り
二
〇
年
を
迎
え
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た

方
々
へ
の
弔
意
や
当
時
の
震
災
を
経
験
し
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
へ

の
防
災
意
識
醸
成
と
し
て
、
震
災
発
生
同
日
に
一
〇
年
ぶ
り
と
な
る

追
悼
式
典
を
挙
行
し
、
島
内
外
に
お
ら
れ
る
遺
族
の
方
々
や
関
係
者

な
ど
約
四
〇
〇
名
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
震
災
犠
牲
の
悲
し

み
に
浸
る
だ
け
で
は
な
く
二
〇
年
の
節
目
に
合
わ
せ
、「
防
災
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
や
「
防
災
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、

「
奥
尻
島
復
興
祭
」
と
し
て
全
国
か
ら
元

気
を
い
た
だ
き
、
復
興
し
た
奥
尻
島
の
ア

ピ
ー
ル
を
今
秋
に
か
け
開
催
す
る
予
定
で

す
。

●

（
６
）
小
島
地
域
（
厚あ

っ

岸け
し

町ち
ょ
う）

　

小
島
は
、
本
土
か
ら
南
方
〇
・
九
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
厚
岸
湾
口
に
位
置
し
、
千
島

海
流
の
影
響
を
受
け
る
た
め
気
温
は
低
く
、

特
に
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
は
、
北
海

道
東
部
特
有
の
濃
霧
の
影
響
を
受
け
日
照

時
間
が
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。面
積
は
〇
・

〇
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
〇
・
九

北
海
道
離
島
振
興
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

震災発生同日の平成25年7月12日、10年ぶりに催され
た奥尻町の追悼式典。島内外の遺族や関係者など約400
人が参列。
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キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
島
で
、
南
東

部
に
わ
ず
か
に
標
高
二
八
メ
ー
ト
ル
の

海
岸
浸
食
で
で
き
た
崖
が
あ
り
ま
す
が
、

島
の
大
半
が
平
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
小
さ
な
島
に
も
、
昭
和
三
〇
年
の

国
勢
調
査
で
は
九
八
人
、
一
二
世
帯
が

居
住
し
、
小
中
学
校
も
あ
っ
た
ほ
ど
で

し
た
が
、
そ
の
後
は
減
少
の
一
途
を
た

ど
り
、
平
成
二
二
年
の
国
勢
調
査
で
は

一
三
人
、
六
世
帯
ま
で
減
少
し
て
い
る

状
況
で
す
。

　

住
民
の
島
内
で
の
居
住
は
、
コ
ン
ブ

の
採
取
期
間
で
あ
る
春
季
か
ら
秋
季
に

限
ら
れ
、
冬
季
に
は
全
戸
が
本
土
に
居

住
す
る
「
町
内
で
の
二
地
域
間
居
住
」
と
い
っ
た
独
特
の
ス
タ
イ
ル

で
あ
り
ま
す
。

　

産
業
に
つ
い
て
は
、
沿
岸
の
コ
ン
ブ
採
取
業
に
限
ら
れ
、
全
戸
で

あ
る
六
戸
一
三
人
が
こ
れ
を
営
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
経
営
形
態
は
小

規
模
で
す
が
、
周
辺
海
域
は
好
漁
場
で
あ
り
、
生
産
性
は
高
い
地
域

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
離
島
振
興
地
域
の
指
定
基
準
見
直
し
に
よ
り
、
小
島

に
つ
い
て
は
地
域
指
定
を
解
除
す
る
方
向
で
検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た

が
、
小
島
の
よ
う
な
極
め
て
小
規
模
な
有
人
離
島
に
お
い
て
は
、
現

在
の
生
活
環
境
や
産
業
基
盤
を
維
持
す

る
だ
け
で
も
地
方
自
治
体
の
財
政
負
担

が
大
き
く
、
ま
た
、
住
民
の
ほ
と
ん
ど

が
高
齢
者
で
あ
り
、
近
い
将
来
に
も
無

人
島
化
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
下
に
お
い

て
は
、
離
島
関
係
制
度
等
を
活
用
し
な

が
ら
の
振
興
策
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
水

道
管
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
な
ど
の
最

低
限
の
生
活
基
盤
が
老
朽
化
し
、
そ
の

対
応
が
急
が
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
検
討
に
よ
り
、
地
域
指

定
解
除
は
当
面
猶
予
さ
れ
、
制
度
活
用

の
可
能
性
が
維
持
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
小
島
特
有
の
生
活
や
文
化
、
周
辺
の
恵
ま
れ
た
資
源

を
守
り
、
育
て
て
い
く
た
め
に
も
、
離
島
振
興
制
度
を
活
用
し
た
施

策
展
開
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
小
規
模
離
島
の
維
持
・
振
興
に
向
け
た

制
度
の
拡
充
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

北
海
道
内
の
離
島
地
域
そ
れ
ぞ
れ
が
も
つ
個
性
を
最
大
限
に
尊
重

し
た
地
域
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
平
成

本土から0.9kmの厚岸湾口に浮かぶ小島。住民居住はコ
ンブ採取期間のみ、冬季は本土に戻る。

北
海
道
離
島
振
興
計
画
の

基
本
的
方
針

３
．
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北
海
道
離
島
振
興
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

図１　北海道離島振興計画の概要 

※下線部は新設・拡充した部分 

○ 利尻島（利尻富士町）
《基本目標》

『地域差を活かして安心で快適な島づくり』

○ 利尻島（利尻町）
《基本目標》

『資源蘇生による町づくり』

○ 礼文島（礼文町）
《基本目標》

『豊かな自然を未来につなぐ　いきいきとした元気な礼文づくり』

○ 小島（厚岸町）
《基本目標》

『水産業の振興と安心して暮らせる島づくり』

○ 奥尻島（奥尻町）
《基本目標》

『島ぐるみのまちづくり』

○ 天売・焼尻島（羽幌町）
《基本目標》

『活力と安心のある幸せを実感できる島』

離島振興の分野別対策 

《基本的方針施策の柱》

《基本目標》『個性豊かな魅力に満ちた 幸せを共感し合えるしまづくり』

Ⅲ　指定地域別離島振興計画【地域ごとに作成】 

（1）  本土と離島及び離島間並びに離島内の交通の確保 
 ①交通体系の整備 
 ②人の往来に要する費用の低廉化 
 ③物資の流通に要する費用の低廉化 

（2）  高度情報通信ネットワーク等の充実 
 ・各種情報システムの整備、緊急時の情報発信　など 

（3）  産業の振興 
 ・水産資源の適切な管理、漁場・漁港の整備　など 

（4）  雇用機会の拡充、職業能力の開発その他の就業の促進 
 ・雇用創造、雇用機会の確保、起業支援の推進　など 

（5）  生活環境の整備 
 ・上下水道施設・ゴミ処理施設・住宅等の整備　など 

（6）  医療の確保等 
 ・医療施設・設備の整備、医療従事者等の確保　など 

（7）  介護サービスの確保等 
 ・施設の整備、従事者確保、サービス内容の充実　など 

（8）  高齢者の福祉その他の福祉の増進 
 ・福祉サービスに必要な施設整備、従事者の確保　など 

 

◆充実した定住・交流環境づくり 
 ・人の往来・物資の流通に要する費用の低廉化　など　　　 

◆自然を活かした環境のしまづくり 
 ・再生可能エネルギー導入の推進　など　　　　　　　　　 

◆信頼の絆で結ばれた活気あふれる「ふるさと」づくり 
 ・多様な主体による連携・協働の推進、集落対策の促進　など 

（9）  教育及び文化の振興
 ・学校教育施設等の整備、指導者の育成・確保　など

（10） 観光の開発
 ・体験型観光施設の整備、広域観光の推進　など

（11） 国内及び国外の地域との交流の促進
 ・特色を活かした参加型・体験型交流等の促進　など

（12） 自然環境の保全及び再生
 ・外来生物の防除、自然環境の保全・再生　など

（13） 再生可能エネルギーの利用その他のエネルギー対策
 ・再生可能エネルギーの利活用の検討・導入の推進 など

（14） 国土保全施設等の整備その他の防災対策
 ・各種災害に備えた施設整備　など

（15） 離島の振興に寄与する人材の確保及び育成
 ・島外人材の確保・育成　など

（16） その他の離島の振興に関し必要な事項
 ①本土と離島及び離島と離島間における広域連携
 ②地域コミュニティ及び集落対策
 ③国境周辺の離島地域の保全と振興

◆地域資源を活かすヒト・モノづくり 
 ・産業間連携による付加価値の向上　など 

◆災害に強い安全・安心な地域づくり 
・避難施設の整備、防災・減災への意識醸成　など 

Ⅱ　離島振興の施策展開【道作成】 

Ⅰ　計画策定に当たって【道作成】 

◆計画策定の趣旨　◆計画の対象地域　◆計画の期間　◆計画の推進管理　◆計画の変更 
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二
五
年
度
か
ら
の
北
海
道
離
島
振
興
計
画
で
は
、『
個
性
豊
か
な
魅

力
に
満
ち
た　

幸
せ
を
共
感
し
合
え
る
し
ま
づ
く
り
』
を
基
本
目
標

に
掲
げ
、
各
種
の
離
島
振
興
施
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

島
の
豊
か
な
個
性
を
育
む
た
め
、「
地
域
資
源
を
活
か
す
ヒ
ト
・

モ
ノ
づ
く
り
」
と
し
て
六
次
産
業
化
や
ブ
ラ
ン
ド
化
、「
自
然
を
活

か
し
た
環
境
の
し
ま
づ
く
り
」
と
し
て
自
然
環
境
の
保
全
や
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
、
ま

た
、
幸
せ
を
共
感
し
合
え
る
し
ま
づ
く
り
に
向
け
、「
充
実
し
た
定

住
・
交
流
環
境
づ
く
り
」
と
し
て
離
島
と
本

土
・
離
島
間
の
広
域
連
携
の
推
進
や
外
部
人

材
の
確
保
・
育
成
、「
災
害
に
強
い
安
全
・

安
心
な
地
域
づ
く
り
」
と
し
て
防
災
・
減
災

対
策
の
強
化
や
意
識
醸
成
、「
信
頼
の
絆
で

結
ば
れ
た
活
気
あ
ふ
れ
る
『
ふ
る
さ
と
』
づ

く
り
」
と
し
て
多
様
な
主
体
に
よ
る
連
携
・

協
働
の
推
進
や
集
落
対
策
の
促
進
な
ど
、
こ

れ
ら
の
項
目
を
施
策
の
柱
に
据
え
な
が
ら
、

基
本
目
標
の
達
成
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
と
関
係
離
島
町
と
の
緊
密

な
連
携
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
こ
れ
ら
を

構
成
員
と
し
た
「
北
海
道
離
島
振
興
対
策
会

議
」
を
平
成
二
四
年
一
〇
月
に
立
ち
上
げ
、
そ
の
中
で
、
北
海
道
離

島
振
興
計
画
の
着
実
な
推
進
に
向
け
た
進
捗
管
理
等
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
北
海
道
離
島
振
興
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
を
受
け
、

計
画
中
の
「
離
島
の
振
興
に
寄
与
す
る
人
材
の
確
保
及
び
育
成
」
を

切
り
口
に
、
道
内
離
島
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
の
振
興
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
総
務
省
の
平
成
二
四
年
度
補

正
予
算
事
業
「
域
学
連
携
地
域
活
力
創
出
モ

デ
ル
事
業
」
を
活
用
し
た
新
た
な
取
り
組
み

を
平
成
二
五
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

な
お
、「
域
学
連
携
地
域
活
力
創
出
モ
デ

ル
事
業
」
と
は
、
首
都
圏
等
の
大
学
生
二
〇

〜
三
〇
人
程
度
が
大
学
の
な
い
過
疎
地
域
等

に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
現
地
滞
在
型
相
互
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
で
地
域
実
践
活
動
を
行
い
、
大

学
側
が
そ
の
活
動
に
対
し
て
単
位
を
付
与
す

る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
等
を
行
う
事

業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
礼
文
島
及
び
利
尻
島
を
モ
デ
ル
地

域
と
し
て
、
首
都
圏
か
ら
立
教
大
学
、
札
幌

住民の声を計画に反映させるための意見交換会（礼文町）。

北
海
道
離
島
振
興
計
画
に
基
づ
く

新
た
な
取
り
組
み

４
．
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北
海
道
離
島
振
興
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

図２　域学連携北海道利礼３町活性化モデル事業の概要 

連携イメージ 

利礼島めぐりロゲイン開発／利礼ご島地グルメ開発／離島ビジネスモデル構築  

・総務省（事業支援）
・札幌文交クラブ（「域学連携」事業の趣旨に共鳴し、
 学生の地域実践活動における必要な文房具等を提供）

【協力団体】 

  【NPO】 
・利尻ふる里 
 島づくり 
 センター 

     【高校】 
・礼文高等学校 
・利尻高等学校 

  【自治体】 
・礼文町 
・利尻町 
・利尻富士町 

【現地コーディネーター】 
地域おこし協力隊（利尻町） 

   【観光協会】
・礼文島観光協会
・利尻町観光協会
・利尻富士町
 観光協会

【連携高校】
北海道三笠高等学校（札幌圏）
※高校生レストラン「まごの店」で
 有名な三重県相可高校を
 モデルとした北海道発の
 “食”のスペシャリスト
 養成の高校
（H24開校／相可高校出身の教諭）

【トータルコーディネーター】 
北海道庁（総合政策部地域づくり支援局地域政策課）※事務局 

 

中期滞在 
（1ヶ月程度） 

モデル事業実践フィールド 
〈礼文島・利尻島〉 

事業実施体制 

ミッション 

連携 

【連携大学】※学生の地域活動に対して単位付与
・立教大学（首都圏）　・札幌学院大学（札幌圏）　
・札幌国際大学（札幌圏）
・北海道大学大学院（札幌圏）
・稚内北星学園大学（稚内）【参加予定学生数：延べ40人】

【協力者】
・（株）トラヴェシーア　社長　
 ※元喜茂別町
 　地域おこし協力隊
・ヒャッカム　代表　
 ※利礼島めぐりロゲインの
 　普及啓発
・（株）JTB北海道　
 若手社員
・（株）シィービーツアーズ　
 若手社員
・北の観光リーダー
 養成セミナー修了者

圏
か
ら
は
札
幌
学
院
大
学
と
札
幌
国
際
大
学
、
北
海
道
大
学
の
三
校
、

対
岸
の
稚
内
市
か
ら
稚
内
北
星
学
園
大
学
の
合
わ
せ
て
道
内
外
五
大

学
と
連
携
し
、
八
月
一
九
日
か
ら
九
月
二
〇
日
ま
で
の
約
一
ヶ
月
間

に
総
勢
四
〇
人
の
大
学
生
が
現
地
に
滞
在
し
、
地
域
観
光
商
品
の
開

発
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
二
つ
の
地
域
観
光
商
品
の
開
発
を
目
指
す
こ
と
と
し
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て
お
り
、
一
つ
目
が
地
域
の
歴
史
的
所
産
や
学
生
の
視
点
で
掘
り

起
こ
し
た
地
域
資
源
を
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
指
定
し
、
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
を
巡
っ
て
指
定
さ
れ
た
写
真
を
撮
影
す
る
こ
と
で
ポ

イ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
「
利
礼
島

め
ぐ
り
ロ
ゲ
イ
ン
（
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
に
似
た
野
外
ス
ポ
ー
ツ
）」
の

開
発
、
も
う
一
つ
が
地
域
の
食
材
を
活
用
し
た
新
た
な
「
ご
島
地
グ

図２　域学連携北海道利礼３町活性化モデル事業の概要（前ページより続き） 

◆地域住民 WS、現地調査を通じて地域資源を掘り起こし、  
これらを活用した長期滞在型交流観光商品の開発 

①「利礼島めぐりロゲイン」の開発 （ルート選定、仕組みづくり） 

②「ご島地グルメ」の開発（メニュー開発、協力店開拓）  
 →レシピ開発：高校生・取扱店舗開拓：大学生 

◆学生の中期滞在で開発した商品などを首都圏等でプロモーション 
 （アイランダーなど首都圏等への PR イベントへの出展） 

◆STEP１～４で実施した事業成果を基に報告書の作成 

◆STEP１で開発した商品の PR マップ等の作成
（地域との協働、プロボノワーカー〈ボランティア外部アドバイザー〉の
サポートなど） 
①「利礼島めぐりロゲイン MAP」の作成 
②「ご島地グルメ MAP」の作成

◆STEP１～２で開発した商品のお披露目イベントを開催 

【モデル事業の取り組み内容】

 

プロボノ：社会人が自らの専門知識や技能を活かして参加する社会貢献活動。
　　　　 ラテン語の「Pro bono publico（公共のために）」からきている

中期 
滞在 

・地場観光商品の開発 

・プロボノ実証実験 

基に報告書の作成 

技能を活かして参加する社会貢献活動。
co（公共のために）」からきている

他地域への 
波及を目指す 

STEP１：地域の魅力創造プラン 

STEP４：地域の魅力 PR プラン 

STEP５：成果報告書の提出 

STEP2：地域資源の見える化プラン 

STEP３：成果発表会の開催 
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ル
メ
」
の
開
発
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。「
ご
島
地
グ
ル
メ
」

に
つ
い
て
は
、
新
た
な
レ
シ
ピ
開
発
の
部
分
を
、
本
事
業
で
連
携
し

て
い
る
北
海
道
三
笠
高
等
学
校
（
三
笠
市
）
の
高
校
生
が
担
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
同
校
は
、「
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
」
で
有
名
な
三

重
県
多た

気き

町
に
あ
る
県
立
相お
う

可か

高
等
学
校
を
モ
デ
ル
と
し
、
平
成

二
四
年
度
よ
り
市
立
高
校
（
以
前
は
普
通
科
の
道
立
高
校
だ
っ
た
が
、
学

生
数
減
に
よ
り
平
成
二
三
年
度
に
閉
校
）
と
し
て
開
校
し
た
食
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
の
養
成
を
目
的
と
し
た
学
校
で
あ
り
、
全
国
規
模
の
各

種
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
数
多
く
の
上
位
入
選

を
果
た
す
な
ど
、
道
内
で
も
注
目
を
集
め

て
い
る
学
校
で
、
三
笠
高
校
生
が
開
発
し

た
レ
シ
ピ
を
基
に
、
大
学
生
が
現
地
で
の

提
供
店
を
開
拓
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
く

中
で
、
地
域
側
も
行
政
を
は
じ
め
観
光
協

会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
地
元
関
係
団
体
の
ほ
か
、

外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
の
協
力
を
得
る
と
と
も
に
、
札
幌
を

拠
点
に
道
内
で
文
具
事
務
用
品
を
販
売
し

て
い
る
メ
ー
カ
ー
企
業
の
親
睦
団
体
で
あ

る
「
札
幌
文
交
ク
ラ
ブ
」
か
ら
は
、
大
学

生
が
現
地
活
動
で
使
用
す
る
文
具
事
務
用

品
を
提
供
い
た
だ
く
な
ど
、
多
様
な
団
体
か
ら
の
協
賛
が
得
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
生
の
現
地
滞
在
終
盤
に
は
、
新
た
に
開
発
し
た
観
光
商
品
の

お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
を
礼
文
島
、
利
尻
島
そ
れ
ぞ
れ
で
開
催
し
ま
す
。

そ
の
後
、
そ
の
観
光
商
品
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
本
年
一
一
月
二
三
日
〜
二
四
日
の
「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー

２
０
１
３
」
を
は
じ
め
、
首
都
圏
等
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
広
く

Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
際
に

は
、
実
際
に
開
発
に
取
り
組
ん
だ
首
都
圏

の
大
学
生
に
も
応
援
を
依
頼
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
礼
文
島
及
び
利
尻
島
の
観
光

振
興
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
平
成
二
五

年
度
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
が
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
他
の
離
島

地
域
で
も
展
開
、
そ
し
て
継
続
し
て
実
施

し
て
い
け
る
よ
う
、
今
回
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
ノ
ウ
ハ
ウ
等

を
広
く
波
及
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
新
た
な
取
り

組
み
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
、

本
離
島
振
興
計
画
を
着
実
に
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

■

北
海
道
離
島
振
興
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

「域学連携北海道利礼3町活性化モデル事業」のキックオフイ
ベント（平成25年8月20日）。


